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本 発 表 で は 、 サ ラ ワ ク 州 ミ リ 省 に あ る イ パ ン の 人 々 の 村 に お け る 、 入 植 当
時 か ら 今 日 ま で の お お よ そ 100 年 間 の 土 地 利 用 や 仕 事 の 変 遷 、 お よ び そ の 背
景 を 概 観 す る o
サ ラ ワ ク の 全 人 口 は 約 2 0 0 万 人 、 多 民 族 が 住 む 中 、 イ バ ン は 人 口 約 5 0 万 人
余 り を 占 め る 最 大 民 族 で あ る D イ バ ン の 村 は 、 サ ラ ワ ク の ほ と ん ど の 河 川 に
み ら れ 、 特 に 中 下 流 域 に 多 く 分 布 し て い る o ナ カ ッ ト 村 は 、 バ ラ ム 川 の 支 流 、
バ コ ン 川 の 中 流 に あ る 村 で あ る o ミ リ ・ ピ ン ト ウ ル 道 路 や ラ ン ビ ル 国 立 公 園
に も 接 し て し 1 る o
ナ カ ッ ト 村 は 、 お よ そ 1900 年 頃 に 、 シ ブ 辺 り の イ バ ン の 入 植 者 に よ っ て 開
拓 が 始 ま っ た 。 入 植 者 は 、 原 生 林 を さ か ん に 切 り 開 き 、 そ こ を 焼 畑 や 水 田 に
換 え て い く 一 方 で 、 バ コ ン 川 で は 天 然 ゴ ム や 篠 な ど の 換 金 林 産 物 の 採 集 を お
こ な っ た 。 そ の 後 、 1950 年 代 ""'1980 年 代 ま で は 、 栽 培 ゴ ム や 商 品 米 の 生 産 力 ず
さ か ん と な っ た o 1980 年 代 以 降 は 、 住 ま い を バ コ ン 川 沿 い か ら ミ リ ・ ピ ン ト
ウ ル 道 路 沿 い に 移 し 、 そ こ で 、 稲 作 、 篠 箆 の 製 作 、 コ シ ョ ウ 栽 培 、 果 物 栽 培
な ど を す る よ う に な っ た 。 そ れ ら か ら の 生 産 物 は 、 道 路 沿 い や ミ リ で 売 ら れ
る よ う に な っ た o
こ う い っ た 村 び と の 土 地 利 用 や 仕 事 の 変 遷 の 背 景 に は 、 政 府 の 入 植 政 策 、
換 金 作 物 の 国 際 市 場 で の 値 の 変 化 、 コ メ の 地 域 需 要 の 変 化 、 道 路 開 発 、 村 周
辺 の 町 ・ 都 市 の 発 展 、 村 周 辺 の 産 業 の 盛 表 、 華 人 商 人 集 落 の 盛 表 な ど 村 を 取 り
巻 く 社 会 ・ 経 済 の 変 化 が あ っ た 。 ナ カ ッ ト の 村 び と は 、 村 外 の 社 会 ・ 経 済 と
村 の 生 態 的 環 境 を 取 り 結 ぶ 立 場 に あ り 、 両 者 を 観 察 し な が ら と き ど き の 村 外
の 状 況 に 応 じ て 、 臨 機 応 変 に 土 や 生 態 的 な 資 源 を 利 用 し て き た 。
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